
 子供の頃から絵を描
いたり、小さな模型
や小物を作ったり、
母や姉が買ってきた
インテリア雑誌を真
似してしょっちゅう
部屋の模様替えをし
たりすることが大好
きで、中学生になる
までには、将来はデ

ザインに関する仕事に就きたい、と思っていました。
　生まれ育った千葉県の普通科の高校を卒業後、短大の
デザイン科に進学し、室内デザイン・家具インテリアデ
ザインなどを学びました。
　その後は地元のマンション専門のリフォーム会社、住
宅建材メーカーのショールームで働き、栃木県に移住後
は、不動産会社に就職しました。しばらくして同会社の
注文住宅部門へ配属され、注文住宅を建てられるお客様
の夢を伺い、それを形にしていく現場との橋渡しとして
の役目を担う仕事に従事しました。
　本格的に「現場」に関わって仕事を始めたのもその頃
からで、何もないところから、自分が初めて提案した住
宅が出来上がっていき、その後お客様の新しい暮らしが
始まる様子を見て、感動とやりがいを感じたと同時に、
責任感に押し潰されそうな気持ちになったことを今でも
覚えています。
　現在お世話になっている七浦建設では、住宅リフォー
ム部門スタッフとして、リフォームを検討されているお
客様の要望を伺い、プランニング、そして現場管理を
行っています。
　リフォームと、注文住宅の違うところは、「今あるも
の」を利用しなくてはならないところです。難しいと感
じることもしばしばあります。しかし、私が昔から心が
けていること、それは「段取り八分、仕事二分」という
動き方です。お客様の貴重な時間をいただいてのやりと








